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の には、 わった のチューリップが並んでいた

[チューリップの ]の

　

　 、 のお さんをのぞくと、 ケイオウザクラ 、 、スイトピー、アネモ

ネ、ゴールデンクラッカー、そして とりどりのチューリップが き っていた。 づいて い

をかいでいるだけで、 の中の が きくふくらんだ。この の さんほど、 がフライン

グしている はないようだ。

　チューリップといえば、わたしには から になっている がある。それはなぜ、 どもは　チューリップといえば、わたしには から になっている がある。それはなぜ、 どもは

チューリップの ばかり くのだろう ということである。 や の は、チューリッ

プが かれた でいっぱいになっていたイメージがあるのだけれど、 も じだろうか。

　 、 で いている と す があったので ねてみると、 でも どもが くお

の 上がチューリップだという。　

「いいところに がついたね」と、 は い した。

「チューリップって、 なんだな。 にちょうどいい なのよ」うん、たしかにチューリッ「チューリップって、 なんだな。 にちょうどいい なのよ」うん、たしかにチューリッ

プの をした の がある。

「それに、 り が なの。 の でも、チューリップなら 々 れる」ははーん。

「そうそう。これが一 かな。 の 」　 いた いたの

「そう。 よくあの を ってから、さあ、 を きましょう 　ってなるから、 どもたち

は にチューリップの を いちゃうって 」へ、そうゆうこと

　 はあっけらかんと った。 の によるあっけない れ……。 の は、いとも　 はあっけらかんと った。 の によるあっけない れ……。 の は、いとも

に え わせされてしまった。

　 も、チューリップの が、 の中から をもたげはじめている。

　でもね、 たちよ、きれいなお はチューリップだけではありませんぞ
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